
平成28年度 住宅・建築物技術高度化事業

実証実験を通じた住宅の
包括的環境対策と健康維持・増進のための技術開発
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エネマネハウスへの
コンセプト展示

居住実験データに
基づく技術開発

共進化住宅はゼロエネルギーハウスの普及と
広報を目的にした展示イベントのため企業の提
供機材で建設されたが２週間で解体。

先進的な環境共生住宅のコンセプトを提示し、
今後の技術開発の重要な方向性を示したが、
その実用化には様々な課題を残した

実用化に向けて現実的な利用による基礎デー
タの取得が必要

産学連携研究コンソーシアムを組織して、慶応
義塾SFCキャンパスに本設建築物として移築。

実際に多様な居住状態を再現しながら、利用に
よる基礎データを取得し、実際の性能確認や経
年変化による耐久性などの試験を開始

データを活用した研究で実用化への課題解決に
向けて技術開発を目指す

モデルハウス移設による実証開発実証実験の開始

背景・目的
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環境対策と健康・安心が重ね合わされる総合的住宅モデルの開発

個別の技術開発を複合的に実現する事で、環境配慮が健康増進に重ね合わさ
れる居住モデルを提示し、その総合的な価値を創造する事を目指す

環境負荷
の低減

健康の
維持・増進

安全・快適な
社会

共進化住宅単独ではなく住宅の
包括的な環境対策で
LCCMを達成すること
を目標にする

技術開発の概要

技術開発の概要 実用化のプロセス等
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国産杉の大型積層集成パネル（CLT）の
建築工法技術開発

短工期でリサイクル性の高い大型パネル工法で市場的な競争力のある施工技術を開発

断熱、気密、遮音などの性能を実測 施工状況のビデオ分析から部品製作の自動化、施工
手順の効率化、ジョイント部材の合理化などの課題を検討した。今年度からパネル部品情報
管理システムの開発を開始

先導性

実現性 実用化の見通し

昨年度までの技術開発の成果

運搬、保管、施工手順などを部品情報管理システムで自動化、合理化、安全化を図る
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設計・製造・運搬・保管・施工一貫パネル部品情報管理システム



BIMによる環境シミュレーションにもとづく
環境共生住宅デザイン技術開発

今後、モデル整合性と計算速度などの分析で、簡易で高速に検討のフィードバックを可能
にする技術を開発して、地域や居住者の個別性に応じた適用を可能にできる

現在の建物の環境シミュレーションと実測データの整合性検証からシミュレーション精度
を左右する課題や、建築のデザイン要因を検討

環境シミュレーション居住者が使いながら進化するデザインツールとして開発

先導性

実現性 実用化の見通し

昨年度までの技術開発の成果
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壁面緑化および水資源利用高度化に関する技術開発

雨水貯留タンク
余剰水回収

遠隔操作自
動灌水

太陽発電パネル冷却
雨水収集

降雨予測データ

タンク残量データ

今後、壁面緑化の簡易な遠隔メンテナンスと気象データなどに基づいて、雨水を自最適活用
できるシステムを開発、経済的負担を最小限にする住宅壁面緑化を実用化する

植物環境データ
(土中水分計) 

4K高解像度遠隔
監視カメラ

昨年度、壁面緑化植栽基盤の湿潤状態を測定し、灌水量を少なくすることによる植物の活力
の変化をモニタリングし、かつ必要な水量情報の蓄積を可能にするシステムを開発した。

先導性

実現性 実用化の見通し

昨年度までの技術開発の成果
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利用や健康の状態を把握・学習して環境状態を保つ
包括的な高機能HEMSの技術開発

住人の行動や環境を「学習」し、制御やレコメンドが
「進化」し、居住者の快適性や健康状態を保ちつつ、
省エネも実現する「人・家インタラクションHEMS」を開発

室内外の環境データ、エネルギー消費データだけでなく、利用者の位置情報、活動量や心
拍・睡眠などの生体データを収集、またエアコンから外部ブラインドにいたるまで多数の機器
をネットワーク制御可能にし居住者がスマートホンから操作に介入可能にした

先導性 実現性 実用化の見通し

昨年度までの技術開発の成果

収集データと制御方法の関係は無限にあ
るが、ユーザ嗜好の導入と専用プラット
フォームを構築することで最適化をはかる
技術およびシステムを開発
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蓄電池と直流給電を備えた住宅電源エネルギー管理
システムの技術開発

実験で安全性を確認できれば、家電直流シフト市場の開拓へ結びつく

交流を主体とした電力消費データと比較を開始するために、直流専用の給
電システムを準備した

先導性

実現性 実用化の見通し

昨年度までの技術開発の成果

家電製品の改造による電力需要の直流シフトによる消費効率の向上
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DC対応改造家電機器
(エアコン,TV,掃除機etc.)

USB 対応家電
(携帯電話etc.)

DC対応LED照明

蓄電池

太陽光発電パネル
燃料電池

外部系統連
携設備

DC対応家電
(情報家電etc.)

AC対応家電

ARC放電制御回路 放蓄電制御回路

DCDC変圧器DC-AC変換


